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2018 アジア･ベテラン･フェンシング選手権大会要項（兼） 

第 19 回全日本ベテランフェンサーズ選手権大会 

＜競 技会要 項＞ 

 

この大会は、アジア･フェンシング連合（Fencing Confederation of Asia=FCA）公認大会である、

年代別の第 4 回アジア･ベテラン･フェンシング選手権大会（AVFC）です。同時に、本競技会の個

人戦部門は第 19回全日本ベテラン･フェンサーズ選手権大会（国際オープン）を兼ねております。 

この競技会要項は、両方の競技会に共通するものとしてご案内いたします。 

 

１．大会名称 ： 第 4回アジア･ベテラン･フェンシング選手権（The 4th Asian Veterans Fencing 

Championships) 兼、第 19回全日本ベテランフェンサーズ選手権(The 19th All 

Japan Veteran Fencers Championships) 

２．日  程 ： 2018年 8月 31日(金)～2018年 9月 4日(火) 

３．会  場 ： 「和歌山ビッグウェーブ･アリーナ」 

         和歌山県和歌山市手平 2-1-1 

４．組 織 者 ： 公益社団法人 日本フェンシング協会 

         和歌山県フェンシング協会 

５．協  力 ： 和歌山市、京王観光株式会社、東京都フェンシング協会、 

６．競技会日程： 

     日付    時刻      競技会内容    場所・備考など 

  8月 31日(金) 13:00～18:00   練習会場・用具検査    会場内 

         16:00～17:00   チーム代表者会議    会場内 

   

  9月 1日(土)  09:00～09:30  審判員会議       会場内 

          10:00～16:00  男子フルーレ      個人戦 

                 女子フルーレ・サーブル 個人戦 

 

  9月 2日(日)  10:00～15:00  男子サーブル・エペ   個人戦 

                  女子エペ         個人戦 
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  9月 3日(月)  10:00～15:00  男子フルーレ      チーム戦 

                 女子フルーレ･サーブル  チーム戦 

 

 9月４日（火） 10:00～15:00 男子サーブル・エペ    チーム戦  

                 女子エペ          チーム戦 

          16:00     閉会式 

 

７．参加者資格 アジア･ベテラン･選手権と全日本ベテラン選手権に共通する資格です。 

 選手はアジア･オセアニア地区の各国を代表する協会の所属であり以下の条件を満たすも

のとします。 

(a) 日本国に居住する選手は、公益社団法人日本フェンシング協会において 2018年度の登

録を完了しているもの 

(b) アジア･オセアニアの国の FIEライセンスを保有するもの 

(c) アジア･オセアニアの国内に居住しているもので、かつ居住国のフェンシング協会に登

録されている者 

(d) 2018年度のアジアフェンシング連盟（FCA）ライセンス登録のある者 

 

 年齢区分が以下に該当するもの（2018年 12月 31日現在の年齢） 

＜男子＞                  ＜女子＞ 

   40-49:カテゴリーA(1969-1978に生まれた者)     35-49:カテゴリーA(1969-1983 に生まれた者) 

   50-59:カテゴリーB(1959- 1968に生まれた者)   50-59:カテゴリーB(左記、男子と同じ)  

60-69:カテゴリーC(1949-1958に生まれた者)   60-69:カテゴリーC(左記、男子と同じ) 

70 歳以上:カテゴリーD(1948年以前に生まれた者) 70 歳以上:カテゴリーD(左記、男子と同じ) 

 

８．出場登録手続きと費用 

 出場選手選考のための選考会は有りません。出場希望者は以下の手続きで個人戦に出場

することができます。 

 公益社団法人日本フェンシング協会に 2018年度登録されている選手は、同時にアジアフ

ェンシング連合（FCA）ライセンスの登録が必要です。 

 FCA ライセンスの登録については、日本フェンシング協会のウェブサイトより登録作業

を行ってください。登録費用は 1名につき 2,000円となります。 

「各種手続/取材依頼等」をクリック⇒「書式ダウンロード」をクリック⇒「2018アジア

（FCA）ライセンス取得申請書」より xls版をダウンロードして記入の上、指定のライセ

ンス担当まで送付願います。 

 大会出場費は、個人戦 1種目について 7,000円（60米㌦相当出場費＋審判費用の一部を

含む）、国別対抗チーム戦 1種目について 17,000円（150米㌦相当出場費＋審判費用の 1

部を含む）となります。 

 



3 

 

 

 日本人選手の出場登録は日本フェンシング協会・ベテラン委員会で取りまとめます。 

出場希望者は、個人戦出場費（1種目 7,000 円）を銀行振込でお支払い下さい。その振込

票控え（写し可）を登録申込書に添えて日本フェンシング協会に、メール添付またはフ

ァクスにて、8月 20日必着でお送りください。受付は 5月 10日(木)より開始します。 

   ☆振込先 みずほ銀行 渋谷支店 普通口座 9116072  

       「公益社団法人日本フェンシング協会 スポーツ振興くじ toto」  

 

 当協会が出場費を受領した後にエントリーは有効となります。 

 送付先：「日本フェンシング協会 AVC組織委員会」 FAX 03-3900-6158    

e-mail送付先 ：fje.veterans2018@gmail.com へお送りください。 

 AVFC 国別対抗チーム戦出場については、1 カ国につき２チームまでのエントリー枠が決

められています。個人戦と日程が異なるため個人戦登録様式の該当欄にチーム戦出場可

否を記載頂きます。チーム戦は各国（1 チームは 4 名で構成）で 2 チームまでが 1 種目

に参加できます。（男女各 3種目で合計 12チームまでの出場が可能） 

 チーム戦（9 月 3 日、4 日）出場者を決定するため、9 月 1 日、2 日の個人戦終了時に出

場希望者にご集合頂き、最終メンバーを決定させて頂きます。 

 ベテラン委員会では、希望者の中から年齢制限（下記、競技運営＜チーム戦＞を参照願

います。）を考慮し、個人戦の成績上位より選手を選抜してチーム戦メンバーとしたく、

ご協力をお願いします。 

 

９．競技規則 

競技は FIE の現時点で有効な定款・競技規則に基づいて執り行われます。競技規則の翻訳解釈

に合意が得られない場合、最新の英語版に基づいて解釈を行います。但し DT は FIEの規則に含

まれる適切な提訴があったとしても、事柄に関する最終決定権を持つこととなります。 

 

１０．競技運営 

＜個人戦＞ 

  1 回戦はプールで行いその後、性別･種目･年齢カテゴリー別の ED トーナメントが続きます。 

  すべてのプール戦は 5本先取･3分間で、EDでは 10本先取･3分間 2ラウンドで行います。 

各性別･種目･年齢カテゴリー別出場者が 4名以下の場合、DTは試合方法を、若い年齢カテゴ

リーと組合せる、あるいは男女をプールに組合せる場合があります。いずれの場合も最終的

には性別･種目･年齢カテゴリー別の ED トーナメントで順位を決定し、表彰の対象とします。 

 

＜チーム戦＞ 国・地域別チームの対抗戦 

参加国は 2チーム以上を同一の性別･種目において出場登録することは出来ません。１チーム

に指名された選手のそれぞれの性別では、最も若い３選手の合計年齢が；  

(a) 男子では 135歳以上 

(b) 女子では 120歳以上、であることが必要となります。 

mailto:fje.veterans2018@gmail.com
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１１．武器・用具について 

 選手の着用するユニフォームの耐性は 350NW 以上で、かつプロテクター（プラストロン）は

800NW以上でなければなりません。選手のユニフォームは選手が代表するアジア･オセアニア

の国名とマーク（国章）が着いているか、まったくマーク類の無いものを着用することにな

ります。選手は Maraging(防錆加工)剣と FIE規程のマスクを着用します。 

   

１２．大会運営 

＜審判について＞ 

FCAは大会の首席審判員を指名します。選手の参加する各国は、以下の規程により審判を帯同

しなければなりません。選手が複数種目に出場する場合は出場エントリー回数で人数を算出

します。 

選手が 4名以下の場合、帯同審判は不要。 

選手が 5名以上 9名以下の場合、帯同審判は 1名。 

選手が 10名以上 18名以下の場合、帯同審判は 2名 

選手が 19名以上の場合、帯同審判は 3名、とする。 

これらの審判はすべての参加国において受け入れられることが必要です。審判は競技期間中、

DTの指名する試合の審判としての義務を果たすことが課せられます。 

参加国が審判の必要数を確保できない場合は、割当に対して不足する審判 1 名当り 500 米㌦

をペナルティとして組織国に支払うことになります。 

 

＜技術委員会 DTについて＞ 

FCAは技術委員会（DT）代表と審判委員代表を指名します。組織国はその他の DT委員と補助

審判員団を指名します。 

 

１１．表彰 

 個人戦では、金メダル(1)、銀メダル(1)、銅メダル(2)が上位 4名に対して FCAより授与

されます。表彰状は上位 8名に授与されます。 

 個人戦では、1位～3位（2名）の上位 4名に対して、日本フェンシング協会より全日本

選手権大会のメダルが授与されます。 

 チーム戦では、金メダル(4個)が 1位チームに、銀メダル(4個)が 2位チームに、銅メダ

ル(4 個づつ)を準決勝で敗退した 2 組に対して FCA より授与されます。また表彰状は上

位 4チームに授与されます。（チーム戦は全日本ベテラン選手権の対象とはなりません。） 

 

１２．使用言語 

   公用語は英語となります。館内放送は日本語と英語のアナウンスがありますが、試合予定、

組合せについては場内のディスプレイを見てご確認下さい。 
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１３．日本への入国について 

  （省略：必要な場合は英文要項 Information of Competitionを参照願います。） 

 

１４．宿泊情報など 

 和歌山市内の宿泊については、日本フェンシング協会の指定する旅行社「京王観光」が

取り纏めていますのでご利用下さい。以下のサイトから手配申込が可能となります。 

https://kitos-001.jp/asiaveteran-fencing2018/Entry/RegTop.aspx 

 

 京王観光はある程度の室数を 8月 31日～9月 4日の 4日間について以下のホテルで押さ

えています。8 月末～9 月は繁忙期で混み合いますので早目に宿泊手配をご準備下さい。

（以下の料金は 1人当り、朝食・サービス料・税金込/泊で表示） 

(a) シティイン和歌山       ｼﾝｸﾞﾙ 8,000-9,000円・ﾂｲﾝ 7,000-8,000円 

(b) ダイワロイネットホテル和歌山 ｼﾝｸﾞﾙ 11,000-12,000円・ﾂｲﾝ 10,000-11,000円 

(c) ホテルグランヴィア和歌山   ｼﾝｸﾞﾙ 12,000-13,000円・ﾂｲﾝ 10,000-11,000円 

(d) スマイルホテル和歌山     ｼﾝｸﾞﾙ 11,000-12,000円・ﾂｲﾝ 10,000-11,000円 

(e) 和歌山アバローム紀の国    ｼﾝｸﾞﾙ 13,000-14,000円・ﾂｲﾝ 12,000-13,000円 

(f) コンフォートホテル和歌山   ｼﾝｸﾞﾙ 9,000-10,000円 

(g) サンホテル和歌山       ｼﾝｸﾞﾙ 7,000-8,000円 

(h) ドーミーイン和歌山      ｼﾝｸﾞﾙ 13,000-14,000円・ﾂｲﾝ 12,000-13,000円 

 

 宿泊の問合せ、予約については 5 月 10 日より京王観光で受け付けます。京王観光: 

fencing-support@keio-kanko.co.jp へお問合せ下さい。 

 

以上 

https://kitos-001.jp/asiaveteran-fencing2018/Entry/RegTop.aspx
mailto:fencing-support@keio-kanko.co.jp

